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Bay Side Area Map

「横浜力」のたね

マザーポートの重要な拠点として、賑わい創出を
中心とした展開を実施します。例年開催の既存イ
ベントとの相乗効果で、賑わいを創出します。

海・船・地域との
交流イベントゾーン

山下公園会場

周 遊

会 場
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黒船来航イベント
黒船を彷彿させる外輪型蒸気帆船のリアルシップが
来航し、開国当時のイメージを現出させる光と音の
スペクタクルショーを実施予定。

ペリー提督横浜上陸（横浜開港資料館所蔵）

ミニアトラクション
黒船来航にあわせ、ペリー来航時の
姿に扮した演者によるパフォーマンスを展開。

日本郵船氷川丸との連携
日本郵船氷川丸と連携し、
横浜開港150周年記念テーマイベントと
しての展示などを実施（予定）。

Bay Side Area Map

「創造力」のたね

開港当時の横浜港につながる象の
鼻地区では、その景観や芝生広場を
生かし、アーティスト参加による、
アートを軸とした来場者参加型の
イベント展開、および来場者が
ゆったりくつろげるホスピタリ
ティスペースとします。
開港時の横浜港東波止場（イギリス
波止場）の象の鼻という特性を生か
し、黒船のトリックアートや会場の
基本デザインを生かした光をテー
マとしたアートを展開します。

アーティスティックな
快適オープン空間

象の鼻会場

周 遊

会 場
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Ｙ150アートパーク
日比野克彦（アーティスト・東京藝術大学教授）
アートプロデューサー監修によるタネとフネと
灯台のアートワークを開催。

トリックアート
地面に描かれた黒船の絵が立体的に
浮かび上がるフォトポイント。



Hill Side Area Map

ヒルサイドエリア
（ズーラシア隣接地区）

「市民力」のたね

Y150つながりの森（横浜動物の森公園 ズーラシア隣接地区）

ヒルサイドエリア概要
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ズーラシア（旭区）に隣接す
る「ヒルサイドエリア Y150
つながりの森」は、自然あふ
れる会場で市民自らが企画
出展する「市民創発プログラ
ム」が展開され、さまざまな
参加体験プログラムが用意
されます。

横浜の市民力・地域力を高め、
次世代の行動する人材を育
成・支援していきます。これか
らの持続可能な社会の実現を
目指して、市民一人ひとりが
やりたいこと、できること、す
べきことをカタチにしていく
場です。
メインとなる「竹の海原」を中
心に、会場内の様々な場所で、
市民創発で生まれた、様々なコ
ンテンツを展開します。

集まれ! 一粒のチカラ ～363万人の夢の種～

ヒルサイド市民創発メンバー

14



15

『創発カワラバン』の発行
創発プログラムの進行状況は、
創発カワラバンによって参加市民
である創発メンバーに
共有されます。プロジェクトを
開発し、実際に出展する内容を
高めていくのに役立てます。
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ヒルサイド会場の中央には、
会場のシンボルとなる大き
な「竹の海原」があります。
「竹の海原」は、里山の自然を
復活させるために、放置された竹林
などからその多くを伐採します。この
うちの一部は、市民と一緒に協働して
伐り出します。

竹の海原

http://hill.yokohama150.jp

「私からはじめるこれからの150年」を
テーマに、市民が議論を重ね、横浜が元
気になるプロジェクトを創り上げるべ
く、閉校となった校舎（旧若葉台西中学
校）を活用し、「創発」を支援するワーク
ショップがスタート。多様な出展内容が
大集合します。

これからの社会では、市民一人ひとりが持続可能
な社会を目指し、活動を創造し、他者に思いを伝え
ながら周囲を誘発し、自ら社会を変えていく運動
　やプロジェクトが求められています。この新しい市民参加のスタイルが「市民

創発事業」です。「私からはじめるこれからの150年」をテーマに300名を超える
市民が集まり、今も多様なプロジェクトを創発しています。ヒルサイドでは会
期中市民が創り上げるトークショーやワークショップ、展示やパフォーマンス
が展開します。内容が日々変化し発展していくため、来場のたびに新たな発見、
共感、楽しさに出会えることでしょう。

有料
入場施設

市民創発プログラム
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マザーポートエリア概要

Mother Port Area Map

● 横浜駅界隈● 横浜駅界隈

桜木町みなとみらい界隈 ● 桜木町みなとみらい界隈 ● 

● 野毛界隈● 野毛界隈

● 馬車道界隈● 馬車道界隈

● 伊勢佐木町界隈● 伊勢佐木町界隈

● 中華街界隈● 中華街界隈
● 元町界隈● 元町界隈

山手界隈 ● 山手界隈 ● 

● 横浜駅界隈

桜木町みなとみらい界隈 ● 

● 野毛界隈

● 馬車道界隈

● 伊勢佐木町界隈

● 中華街界隈
● 元町界隈

山手界隈 ● 

ベイサイドエリアの各事業展開、
特に「横浜力の結集」の原動力を
有する地域として、テーマイベ
ントと街の一体感の醸成とイベ
ント機運の盛り上げ、イベントの
成果をムーブメントとして継承
していく契機につながる様々な
連携事業を展開します。「開国・
開港」「横浜らしさ」の原点を見つ
ける、気付く、もっと好きになる。
横浜再発見、新発見！

コミュニティ連携 ～母なる港「横浜」の町との交流～

マザーポートエリア

テーマイベントへの
地域の参加と連携
地域や商店街、イベントオーガナイザーとのコミュニケー
ションを通じて参加連携しやすい事業を今後具体化します。

テーマイベントと
地域の回遊促進、イベント連携
マザーポートエリアの回遊を促進し「横浜力」を実感する
ための「ツール」としての回遊ルートマップなどを制作します。　

街・企業・市民の参加とこれらの活動を通じた
プロモーション

撮影：森日出夫
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市民参加イベント

趣　旨
FUNE（船）とともに発展し続ける「都市ヨコハマ」
の象徴的な事業として、市民が一体となってFUNE
づくりを行うプロジェクトを推進します。

内　容
市内各区の区民利用施設、中学校等で、横浜港の
歴史を彩ってきた実際の船をモチーフに、ダン
ボール等の素材を使ったFUNEを日比野克彦
アートプロデューサー監修のもと、市民参加に
より150艘制作します。

実施スケジュール
2007年～2009年に市内各区の区民利用施設、
中学校などで制作。2009年度ベイサイドエリア
（大さん橋会場）に展示予定。

http://www.dorama-y150.jp

趣　旨
国内初となる市民参加型演劇プロジェクトを展開します。

内　容
横浜開港という歴史的事実をあらゆる視野から見つめ、その
時代に生きた「人間」に焦点をあて検証する物語をオリジナ
ル脚本化。 脚本の「種」を市民自らが調査、発掘し、アクター・
アクトレス・舞台スタッフ等全て市民により舞台化します。

制作期間
2006年～2009年（※2007年6月から本格的に始動。2007年12月
から2008年3月まで講習会〈プレワークショップ〉を開催）

公演予定
2009年夏から関内ホールをはじめとして、横浜市内を対象に
公会堂などで公演予定。

http://www.candle-cafe150.jp

趣　旨
横浜ならではの舞台装置（夜景）の中できらめき輝
くキャンドルの灯りが、横浜の歴史や先人たちへの
想いを醸成する空間として企画。地域密着型の「港
の祝祭」ムーブメント事業として、環境問題にも取
り組みながら2006年より実施しています。

内　容
2009年は開国・開港Y150イヤーを締めくくるイベ
ントとしてクリスマスシーズンを中心に大規模に
開催予定。（2006年4000灯、2007年7000灯、2008年
10000灯を予定）

開催地
ナビオス横浜をメイン会場としたベイサイドエリア
で開催予定。

DO-RA-MA YOKOHAMA150 
～創合演劇プロジェクト～

横濱・開港キャンドルカフェ150
～Road to YOKOHAMA 150 Years～

横浜FUNEプロジェクト
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「Y150」入場券6月2日前売スタート！

第1期前売期間：2008年  6月2日（月）～2008年11月30日（日）

販売箇所（順不同、5/15現在）

6月2日（月）Y150の入場券がいよいよ発売されます。
任意の1日に入場可能な入場券をベイサイド、ヒルサイドの会場別に設定しました。

普通入場券は、第1期前売でベイサイド（大人）1,800円（Ｙ１５０期間中当日売り2,400円）と
たいへんおとくな設定です。（ヒルサイド券のみの前売はありません）

また、Ｙ150期間中いつでも入場可能な「ベイサイド全期間入場券」や、
第1期前売期間中のみ販売する「ベイ・ヒルセット入場券」も販売します。

特にベイ・ヒルセット入場券（第1期前売期間中のみ販売）は、ベイサイド、ヒルサイドの入場券をセットにし
大幅な割引（当日券合計3,000円⇒セット料金2,200円）をした入場券です。

入場券の販売については、現在下記の販売箇所が決定しております。
今後さらに増えていく予定です。協会ホームページで最新の情報を公開します。

第1期前売入場券（ベイサイド） 大人1,800円（当日券（2,400円）より“25％割引”）

入場券種類 区　分
料　金（円）

第１期前売 当日券

ベイサイド普通入場券

ベイサイド全期間入場券

ベイ・ヒルセット入場券

ベイサイド特別割引入場券 

大 　 人 1 , 8 0 0
9 0 0
6 0 0

1 , 4 0 0

1 0 , 0 0 0

1 , 2 0 0

2 , 2 0 0 -

2 , 4 0 0

1 , 2 0 0

8 0 0

1 , 9 0 0

1 0 , 0 0 0

1 , 2 0 0

中 人（高 校 生 ）

小 人（小・中学生）

シニア（65歳以上）

大 　 人

大 　 人

大 　 人

【参考】ベイ・ヒル当日券 合計価格3,000円

各店全店舗で販売する予定ですが、販売する入場券は、入場券実券あるいは入場券引換券となります。
一部店舗により取り扱わない券種および販売しない場合があります。

■ 相鉄観光

■ 京急観光

■ セブン - イレブン

■ ファミリーマート

■ ローソン

■ サークルＫサンクス

■ スリーエフ
■ ぴあ
■ プレイガイド
■ 横浜シティ・エア・ターミナル　

■ ＪＴＢ

■ 近畿日本ツーリスト

■ 日本旅行
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入場券で横浜を120％楽しもう

上記の割引は、ベイサイド入場券を提示することで受けられます。

割引期間：2009年4月28日～9月27日

現在協会では、各所の協力を得て、Y150の入場券を提示することで、博物館や商業施設の割引が
受けられるサービスを計画しています。
来場されたお客様に、横浜の魅力を120％楽しんでいただきます。

現在協力をいただいている施設は下記の通りです。
今後もさまざまな施設にご協力をいただく予定です。

※他の割引との併用はできません。各施設の割引は、入場券をお持ちのお客様お一人、各１回限りです。
※各施設により特別展開催時は、料金が変動することがあります。
※これ以外に、ベイ・ヒルセット券およびヒルサイド普通入場券には、よこはま動物園（ズーラシア）入場割引券（２０％ＯＦＦ）が添付されています。

施設名 割引内容 通常大人料金

帆船日本丸
※横浜みなと博物館

http://www.nippon-maru.or.jp

入 館 料 5 0 ％ O F F

入 館 料 無 料

入 館 料 5 0 ％ O F F

入 館 料 5 0 ％ O F F

2 館 セ ッ ト で 3 0 0 円（大人）

入 場 料 5 0 ％ O F F

乗 船 料 5 0 ％ O F F

6 0 0

3 0 0

5 0 0

5 0 0

5 0 0

2 0 0

1 , 0 0 0

2 , 1 0 0

三 菱 み な と み ら い 技 術 館
http://www.mhi.co.jp/museum

シルク博物館
http://www.silkmuseum.or.jp

日本新聞博物館
http://newspark.jp

日 本 郵 船 歴 史 博 物 館
http://www.nykline.co.jp/rekishi

日本郵船氷川丸
http://www.nykline.co.jp/rekishi

横浜ランドマークタワー
69Ｆ展望フロア スカイガーデン
http://www.yokohama-landmark.jp

ロイヤルウィング
http://www.royalwing.co.jp

※横浜マリタイムミュージアムは2009年春「横浜みなと博物館」と改称し、
　「帆船日本丸」とともにリニューアルオープンします。

（順不同、5/15現在）
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 財団法人横浜開港１５０周年協会
 開国・開港Y150 広報事務局

（財）横浜開港１５０周年協会 広報・宣伝部

本資料に関するお問い合わせ 

〒231-0001 横浜市中区新港1-6-3 
TEL 03-3403-5139
TEL 045-222-1508




